
⼭⼝⼤学⼤学院創成科学研究科化学系専攻
物質化学コース

無機機能化学研究室 教授・中⼭雅晴，助教・吉⽥ 航

無機物質，無機/有機コンポジットを低エネルギープロセスでつくり(synthesize)，エネルギー変換・貯蔵材
料，環境浄化のための材料として使う(use)研究を⾏っています。物質の機能を最⼤限に引き出すためには，
その構造を正しく⾒る(analyze)必要があります。「何(what)を研究するか︖」ではなく，「どのように
(how)研究するか︖」に問題意識をもつことを要求します。効率良く研究を進めたいと思いますが，無駄，
失敗，遊びの中から新たな研究が育つことを期待します。このような活動を通して，化学・材料系の科学技術
者に必要な①研究の⽅法論，②伝える能⼒(書く，話す)，③社会を知る⼒，を備えた学⽣を育成します。
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2025年度研究テーマラインナップ 電気化学反応を使って新規物質を合成する，その物質の機能を引き出す．

1)⽔系亜鉛ーマンガン⼆次電池の開発
(NEDO RISING3プロジェクトにより実施)
→ ⼆酸化マンガンの析出/溶解反応を電池の充電/放電に利⽤し，
有機溶媒を使わない安全かつ⼤容量の⼆次電池を開発します

2)Naイオン⼆次電池のための鉄マンガン系正極材料の開発
(⾰新的GX技術創出事業により実施)
→希少なLiではなく，豊富なNaイオンによって作動する⼆次電
池を開発します。特に，Naを収容できるFeMn系正極材料を合
成します。

3)⽔素製造のための海⽔電解触媒の開発
(科学研究費事業，⺠間企業との共同研究により実施)
→塩化物イオン存在下でも塩素を出さない触媒を開発します。

4)アンモニア­窒素変換のための電極触媒開発
(⺠間企業との共同研究により実施)
→Cu+Ni触媒を使って常温でNH3をN2とH2に分解します。

5)硝酸還元­グリーンアンモニア合成のための電極触媒開発
(⾼知⼤学との共同研究により実施)
→NH3は燃料や⽔素キャリアとしての需要が急増すると⾔われ
ています。私達は⼤気や⽔質汚染物質である硝酸イオンから
NH3を合成するための触媒を開発しています。

6)微量ヨウ素の回収・脱着プロセスの開発
(⺠間企業との共同研究により実施)
→海⽔やかん⽔に含まれる微量ヨウ素を⾼選択的に回収できる
マンガン系収着剤を開発します。

9:30 スタート
（終了時間は特に定めていない）

新４年⽣は⼤学院⽣といっしょに研究を始めますが，
⾯⽩そうなデータが出たら，スピンオフして独⽴し
たテーマに取り組みます． 9:00-10:00(週1) 電気化学セミナー

17:00-18:00(週1) 雑誌会
17:00-17:20(ローテーション)
報告会 テーマ毎に実験結果についてディスカッ
ションし，⽅針を決めてゆきます．1⽇1テーマ．

2024年中の学⽣表彰
2024年⽇本化学会中四国⽀部⼤会・優秀発表賞
(伊藤⽇咲，荒井万由⼦)
第61回化学関連⽀部合同九州⼤会・優秀研究発表賞
(福原広祥，⼤渕幸喜)
⽇本海⽔学会第75年会・学⽣優秀賞
(⽥中沙樹)
第84回分析化学討論会・若⼿ポスター賞
(⽥中沙樹)

実験の性質上(電気化学合成・試験，機器分析)，夜遅くまで実験することはほとんどありませんが，休⽇以外はほぼ毎⽇実験しています。

2025年度メンバー(予定) 新4年⽣〇〇名 M2 ３名
M1 ５名 研究員 1名

研究室でのくらし 実験をする，データをとる，解析する，学会発表する，論⽂発表する．

研究室カレンダー ⽇々の実験の成果を学会で発表する．⾃信をもって就職活動に臨み，社会で活躍する．

研究室の概要 つくる，⾒る，使う．現象の「分からない」を認識し，少しずつ分かろうとする．

https://ds.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~nakayamalab/
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